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5
月
26
日
㈫
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
に
お
い
て
第
15
回

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
7
年
度
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

第
2
号
議
案　

役
員
選
任
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、
異
議
な
く
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
席
議
決
権
行
使
者
86
名
、
委
任
状
１
２
７
３
名
）

第第
1515
回
定
時
総
会
の
開
催

回
定
時
総
会
の
開
催

感
謝
状
・
表
彰
状
受
彰
者

感
謝
状
・
表
彰
状
受
彰
者

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

南
区
支
部

与
野
支
店

浦
和
中
央
支
店

北
浦
和
支
店

浦
和
支
店

浦
和
区
北
支
部

浦
和
区
北
支
部

緑
区
支
部

南
区
支
部

南
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

中
央
区
支
部

管
轄
外
支
部

南
浦
和
支
店

浦
和
支
店

北
浦
和
支
店

南
浦
和
支
店

白
鍬
支
店

大
間
木
支
店

大
久
保
支
店

大
東
支
店

南
浦
和
支
店

北
浦
和
支
店

与
野
支
店

戸
田
支
店

さ
い
た
ま
中
央
支
店

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

◆
理
事
功
労
者
感
謝
状

　

北　
　
　

清
太
郎　
　
　

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰

【
特
別
表
彰
】

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行

　

令
和
７
年
度
に
５
社
以
上
獲
得

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

【
優
秀
表
彰
】

　

令
和
７
年
度
に
１
社
以
上
獲
得

〔
会
員
・
役
員
〕

　

小　

川　
　
　

晃

　

清　

水　
　
　

昇

　

山　

﨑　

政　

次

　

早　

坂　

直　

喜

　

里　

中　

宗
一
郎

　

鈴　

木　

久　

雄

　

新　

井　

清　

孝

　

中　

村　
　
　

憩

　

横　

島　

勝　

一

　

石　

川　

峰　

生

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
〕

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行

　

武
蔵
野
銀
行

　

武
蔵
野
銀
行

　

武
蔵
野
銀
行

　

武
蔵
野
銀
行

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

飯
能
信
用
金
庫

　

溝　

口　

惠　

子

　

野　

口　

好　

枝

　

金　

子　

静　

香

　

和
賀
井　

和　

美

　

大　

西　
　
　

遥

　

肥　

後　

春　

那

　

加　

納　

裕　

子

　

木　

村　

志
央
梨

　

荒　

木　

瑠　

香

　

柿　

沼　

梨　

香

　

石　

井　

乃　

彩

　

森　

本　

結　

衣

　

河　

野　

奈
津
美

　

横　

村　
　
　

凛

　

金　

子　

元　

彦

　

小　

澤　

光　

貴

　

影　

山　

裕　

之

　

５
年
連
続
５
社
以
上
、
又
は
５
年
間
で
15
社
以
上
獲
得
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山　

田　

英　

生

羽　

田　

勇　

紀

吉　

野　

友　

次

松　

本　

真　

弓

大　

脇　

宏　

之

中　

澤　

雅　

紀

彌　

永　

弥　

生

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

中　

澤　

雅　

紀

菊　

地　

貴　

志

新　

井　

清　

孝

岩　

﨑　
　
　

博

山　

本　

雅　

敏

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

　

6
月
9
日
㈫
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野
に
お
い
て
、
一
般
社
団

法
人
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
第
13
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、浦
和
法
人
会
役
員
に
以
下
の
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　
【
県
連
関
係
】

　
　

小
谷
野　

堅
太
郎
（
浦
和
法
人
会
副
会
長
）

　
【
単
位
会
関
係
】

　
　

新
井　

清
孝
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
　

早
坂　

直
喜
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

　
【
県
連
関
係
】

　
　

新
井　

清
孝
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
　

早
坂　

直
喜
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　

受
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
日
頃
の

ご
支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

公開講演会公開講演会

　元国税職員さんきゅう倉田氏に「税務
調査における不正発見事例と統括官の金
言」とのテーマでお話しいただきました。

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

　

株
式
会
社
ノ
ッ
ト
イ
コ
ー
ル　

　

株
式
会
社
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

株
式
会
社
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

ト
ラ
ス
ト

　

株
式
会
社
ユ
マ
ニ
テ

　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰 

　

年
間
収
入
保
険
料
対
前
年
比
１
０
０
％
達
成 

　

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

　

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進

　

溝　

口　

惠　

子

　

久　

松　

み
ゆ
き

　

野　

口　

好　

枝

　

大　

熊　
　
　

薫

　

横　

島　

千　

恵

　

和
賀
井　

和　

美

　

加　

納　

裕　

子

　

木　

村　

志
央
梨

　

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進

　

金　

子　

静　

香

　

大　

西　
　
　

遥

　

肥　

後　

春　

那

　

柿　

沼　

梨　

香

　

建　

部　

ゆ
か
り

　

株
式
会
社
ユ
マ
ニ
テ

　

株
式
会
社
ウ
イ
ッ
ク
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

株
式
会
社
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　
Ａ
Ｉ
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社　

さ
い
た
ま
支
店

　

株
式
会
社
ほ
け
ん
ス
タ
ジ
オ

　

が
ん
保
険
普
及
推
進

　

株
式
会
社
三
喜
ビ
ジ
ネ
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

受彰された皆様おめでとうございます



　4月16日（木）大宮ソニックシティホールにて「第20回　法人会全国女性フォーラム　埼玉大会」が開催されまし
た。「彩の国から輝く未来へ～女性が創る新時代～」を大会キャッチフレーズに掲げ、全国から約1700名の女性部
会会員が参加しました。
　大会では、浦和法人会女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」受賞者へのオリジナル切手の副賞授与
やフードロス削減への取り組みが紹介されました。
　参加者の皆様には埼玉の魅力を存分に楽しんでいただき、大変盛況のうちに終了しました。

８月は個人事業税第１期分の納期です。
　８月は個人事業税第１期分の納期です。８月初めに納税通知書をお送りしますので、忘れずに納税してください。
　個人事業税は、スマートフォン決済アプリ（りそなグループアプリ、PayPay、au PAY、ｄ払い、楽天ペイ、PayB、ファミペイなど）から
納税通知書の「eL-QR」を読み取って納付することができます。
　また、地方税お支払サイトから、クレジットカードやインターネットバンキングなどの方法での納付や、金融機関・コンビニエンススト
アなどでの納付も可能です。
　なお、自動車税事務所の4支所（大宮、熊谷、所沢、春日部）の窓口では納付はできません。スマートフォン決済アプリ、地方税お支払
サイトや、コンビニエンスストアでの納付などをご利用ください。納税が困難な場合は、お早めに県税事務所へご相談ください。

「第20回 法人会全国女性フォーラム 埼玉大会」開催

宇野埼玉県連女連協会長
による歓迎の挨拶

税に関する絵はがきコンクール展示会場 物産展の賑わい

「VIOLET」によるオープニングアウト 埼玉の風景を背景に記念撮影

県税からのお知らせ
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明
昌
野
秦

なぞ解きなぞ解き
28

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
時
空
探
訪
　
～
鴻
沼
川
～

♦北袋「取水口」界隈（昭和二十二年高空）

♦鴻沼分水「取水口」（北袋町二丁目）

　

江
戸
時
代
中
期
、
鴻
沼
は
田
か
ら
の
排
水
（
悪
水
）
の
落
し
場
（
湿
地
帯
）
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、

下
流
の
村
々
（
与
野
町
・
鈴
谷
村
・
下
落
合
村
・
中
里
村
・
大
戸
村
・
西
堀
村
・
鹿
手
袋
村
・
田
島
村
・

関
村
・
沼
影
村
・
新
開
村
・
本
宿
村
・
町
谷
村
・
道
場
村
・
千
駄
村
・
西
蓮
寺
村
・
中
島
村
・
山
久
保
村
・

針
ケ
谷
村
等
）
で
は
「
鴻
沼
の
溜
井
」
と
称
し
用
水
と
し
て
活
用
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
開
墾
が

進
む
と
鴻
沼
で
は 

上
流
の
村
々
か
ら
の
悪
水
量
が
増
え
た
。
一
方
、
下
流
の
村
々
で
は
用
水
を
増
や

す
た
め
溜
井
は
拡
大
し
た
い
が
、
上
流
か
ら
の
悪
水
は
排
水
不
良
、
逆
流
と
い
う
現
象
も
生
じ
た
た
め
、

結
果
、
下
流
の
村
々
で
は
用
水
不
足
と
な
る
年
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
た
び
た
び
上
流
の
村
と

下
流
の
村
が
対
立
す
る
様
相
が
み
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
は
溜
井
型
灌
漑
の
限
界
が
き
て
い
た

の
で
あ
る
。　

　

享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
年
）
井
澤
弥
惣
兵
衛
（
註
１
）
が
見
沼
の
開
発
を
開
始
し
、
同
十
三
年

新
田
が
完
了
し
た
。
同
十
四
年
（
一
七
二
九
年
）
農
民
へ
の
割
付
け
が
行
な
わ
れ
る
。
高
沼
（
鴻
沼
）

代
用
水
路
は
、
享
保
十
四
年 

井
澤
弥
惣
兵
衛
が
鴻
沼
（
註
２
）
の
開
発
の
た
め
開
削
し
た
用
水
路
で

あ
る
。
地
形
を
鑑
み
、
取
水
口
を
現
在
の
浦
和
区
大
原
六
丁
目
と
大
宮
区
北
袋
町
二
丁
目
北
方
境
の

見
沼
代
用
水
西
縁
に
設
け
た
。
鴻
沼
ま
で
の
水
路
は
お
よ
そ
二
・
六
㎞
、「
鴻
沼
分
水
」
あ
る
は
「
鴻

沼
導
水
路
」
と
呼
ば
れ
る
。
現
在
の
道
筋
は
北
袋
町
二
丁
目
か
ら
大
原
六
丁
目
、
天
沼
二
丁
目
を
ぬ
っ

て
吉
敷
四
丁
目
ま
で
露
天
、
暗
渠
を
流
れ
る
。
高
台
橋
・
新
都
心
駅
で
再
度 

姿
を
現
し
、
新
都
心
街

路
を
暗
渠
で
通
過
、
下
落
合
一
丁
目
で
再
び
姿
を
現
し
、
下
落
合
地
区
を
南
下
、
下
落
合
七
丁
目
で

高
沼
代
用
水
路
に
合
流
す
る
。
そ
し
て
、
西
側
でU

形
の
水
路
を
開
削
し
高
沼
代
用
水
路
東
縁
・
同

西
縁
に
振
り
分
け
て
い
た
。
こ
の
水
路
の
堤
は
針
ヶ
谷
村
方
面
と
与
野
本
町
方
面
の
往
来
路
と
し
て

「
つ
っ
こ
し
（
築
越
し
）」
と
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
沼
の
干
拓
、
悪
水
（
不
用
水
）
排
出
の
た
め
中
央

に
「
鴻
沼
排
水
路
」
を
開
削
し
た
。
鴻
沼
で
は
、
お
よ
そ
七
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
田
が
開
発
さ
れ
た
。

新
田
は
与
野
町
、
鈴
谷
村
、
下
落
合
村
、
中
里
村
、
大
戸
村
、
西
堀
村
、
鹿
手
袋
村
の
七
ヵ
村
に
割

付
け
さ
れ
た
。
な
お
、「
鴻
沼
排
水
路
」は
鈴
谷
か
ら
西
堀
を
南
下
し
中
浦
和
駅
を
横
断
し
西
へ
向
か
う
。

関
の
神
明
神
社
北
側
を
蛇
行
し
西
へ
流
れ
る
（
註
３
）。
そ
し
て
、
田
島
九
丁
目
と
新
開
四
丁
目
境
で

鴨
川
に
合
流
す
る
。
な
お
、
鴨
川
は
さ
く
ら
草
公
園
を
横
断
し
荒
川
へ
流
れ
込
む
。　
　

　

鴻
沼
排
水
路
は
、昭
和
三
十
年
代
に
は
大
宮
市
で
は
「
切
敷
川
」（
註
４
）、与
野
市
で
は
「
霧
敷
川
」

と
呼
ん
で
い
た
。

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
発
行
の
『
与
野
町
案
内
』（
註
５
）
に
よ
れ
ば
、
湿
地
帯
に
福
原
農
園

と
呼
ば
れ
る
水
郷
型
観
光
施
設
が
造
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
流
域
で
は
耕
作
地
と
住
宅
開
発
等
が
進
行
し
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
年
）
近
隣

の
人
々
が
集
い
「
鴻
沼
排
水
関
係
二
ヵ
土
地
改
良
区
連
合
」（
通
称
「
鴻
沼
連
合
」） 

が
結
成
さ
れ
排

水
路
の
整
備
、
改
修
に
努
め
て
い
る
。
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【
筆
者
略
歴
】

昭
和
27
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が
家
庭

で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い
と
紙

芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎
日
。

昭
和
50
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

♦下落合「付廻し堀」界隈（昭和二十二年高空）

♦福原農園（昭和九年）

♦合流工事前の鴻沼排水路（昭和三十八年）

♦鴻沼排水路と切敷（霧敷）川（平成年代高空）

　

な
お
、
鴻
沼
排
水
路
（
霧
敷
川
）
は
、
享
保
年
間
か
ら
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）
頃
ま
で
は
、

下
落
合
地
区
で
北
流
と
南
流
が
分
離
し
て
お
り
一
筋
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
か

ら
同
四
十
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
工
事
で
、
以
後
一
筋
の
河
川
と
な
っ
た
。

　

昭
和
五
十
年
代
以
降
、
住
宅
地
の
増
加
と
耕
作
地
等
の
減
少
で
用
水
路
と
し
て
の
役
割
か
ら
雨
水

等
の
排
水
が
主
と
な
る
。
そ
の
た
め
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）
排
水
路
改
修
等
の
事
業
が
完
遂
し

た
こ
と
で
鴻
沼
連
合
は
解
散
し
た
。
そ
し
て
、平
成
九
年（
一
九
九
七
年
）排
水
路
は
一
級
河
川
と
な
っ

た
。

　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）
九
月
、
台
風
五
号
に
よ
り
流
域
で
三
千
七
百
七
十
五
戸
の
浸
水
被
害

を
出
し
「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
等
に
指
定
さ
れ
、
河
道
の
改
修
、
護
岸
の
設
置
、

鴨
川
へ
の
合
流
点
か
ら
氷
川
橋
ま
で
の
河
川
改
修
等
、
現
在
見
ら
れ
る
河
川
の
姿
と
な
っ
た
。

　

鴻
沼
川
は
人
工
の
排
水
路
か
ら
、
切
敷
川
（
霧
敷
川
）
と
一
体
化
し
た
排
水
路
、
更
に
洪
水
対
策

を
兼
ね
た
一
級
河
川
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

（
註
１
）
井い

ざ
わ
 
や
そ
べ
い
 
た
め
な
が

澤
弥
惣
兵
衛
為
永
は
、
墓
碑
か
ら
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
年
）
紀
伊
国
那
賀
郡
野
上
荘
溝
口
村
（
現
和

歌
山
県
海
南
市
）
生
ま
れ
と
伝
え
ら
れ
る
。
元
祿
初
年
、
紀
州
徳
川
家
「
徳
川
光
貞
」
に
登
用
さ
れ
勘
定

方
と
な
り
、
以
後
、
綱
教
、
頼
職
、
吉
宗
、
宗
直
の
五
代
に
仕
え
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
年)

公
儀

役
人
（
在
方
御
普
請
御
用
）
と
な
る
。
享
保
十
年
、
勘
定
吟
味
役
と
し
て
見
沼
代
用
水
路
の
開
削
・
新
田

開
発
等
を
担
当
。
見
沼
干
拓
時
は
六
十
二
歳
。

（
註
２
）
鴻
沼
は
「
紀
州
家
御
鷹
場
絵
図
」
や
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
等
で
は
「
鴻
沼
」
と
記
さ
れ
、
地
方
文
書

等
で
は
「
高
沼
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
の
鴻

お
お
と
りの

飛
来
す
る
沼
、「
こ
う
ぬ
ま
」
の
「
こ
う
」
の

音
を
簡
便
な
「
高
」
と
表
記
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
識
字
能
力
の
問
題
で
あ
る
。
近
代
で
は
「
た
か

ぬ
ま
」
と
誤
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
註
３
）
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
田
島
地
区
で
河
道
改
修
が
行
わ
れ
、
田
島
氷
川
神
社
の
南
側
を
流
れ
て
い
た
用
水

は
同
四
十
年
ま
で
に
神
社
の
北
側
へ
流
路
、
水
路
規
模
等
を
変
え
て
い
る
。

（
註
４
）
切
敷
川
は
、
江
戸
時
代
の
開
発
で
木
を
伐
り
湿
地
に
敷
き
土
砂
を
埋
立
た
工
事
の
際
に
排
水
路
と
し
て
開

削
し
た
と
い
う
由
来
に
よ
る
。
大
宮
区
大
成
に
は
作
業
に
携
わ
っ
た
旧
家
の
伝
承
を
も
つ
「
切
敷
」
と
い

う
苗
字
の
方
々
が
在
住
。
ま
た
、「
吉
敷
」
と
い
う
地
名
も
「
切
敷
」
の
転
訛
し
た
嘉
名
。「
霧
敷
川
」
は

昭
和
三
十
年
代
に
登
場
す
る
。「
切
」
を
「
霧
」
に
変
え
た
嘉
名
。

（
註
５
）『
与
野
町
案
内
』
は
昭
和
九
年
、
与
野
町
役
場
の
刊
行
。
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FILE

30

話
題
を
聞
き
解
く

本
と
出
会
う
㊤

文
＝
阿
久
戸
嘉
彦

﹇
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
﹈
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

「一万円選書」読者の心に寄り添う

いわた書店（北海道砂川市）社長

岩 田 　 徹  さん

［いわた書店］北海道のほぼ中央、砂川市にある書店。ＪＲ函館本線・砂川駅から徒歩 5 分ほど。
札幌市と旭川市を結ぶ国道 12 号沿いにある。北海道砂川市西 1 条北 2 丁目 1-23。平日 9:00
〜 15:00/17:00 〜 18:00、土曜・祝日 9:00 〜 12:00、日曜定休。

　

時
々
、
本
屋
を
の
ぞ
く
。
目
当
て
の
本
を
買

う
だ
け
な
ら
ネ
ッ
ト
書
店
で
い
い
し
、
売
れ
筋

を
知
る
な
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
検
索
す
れ
ば
事
足

り
る
。
リ
ア
ル
書
店
に
足
を
向
け
る
の
は
、
普

段
読
ん
で
い
な
い
分
野
や
作
家
の
本
に
出
会
う

楽
し
み
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

店
内
を
う
ろ
う
ろ
し
て
、
目
に
留
ま
っ
た
本

を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
試
し
読
み
す
る
。
購
入
す
る
か

は
、
そ
の
時
の
気
分
次
第
。
リ
ア
ル
書
店
に
は
、

そ
ん
な
偶
然
の
出
会
い
が
あ
っ
て
楽
し
い
。

　

た
だ
、
買
っ
て
も
「
積
ん
読
」
に
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
私
の
場
合
は
、
な
ぜ
か
紀
行

や
食
べ
物
系
の
エ
ッ
セ
ー
が
多
い
。
た
い
が
い

が
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
心
が
弱
っ
て
い
る
時
に

買
っ
た
本
。
本
を
選
ぶ
と
い
う
行
為
は
、
ど
う

や
ら
心
の
あ
り
様
に
深
い
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。

　

で
は
、
自
分
に
合
っ
た
心
に
寄
り
添
う
本
を

ど
う
選
べ
ば
い
い
の
か
。

　

北
海
道
砂
川
市
に
あ
る
小
さ
な
本
屋
「
い
わ

た
書
店
」
が
始
め
た
選
書
サ
ー
ビ
ス
が
人
気
だ
。

「
運
命
の
１
冊
、
あ
な
た
の
も
と
へ
」。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
『
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル　

仕
事
の
流
儀
』
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

社
長
の
岩
田
徹
さ
ん
が
始
め
た
の
が
「
一
万

円
選
書
」。
そ
の
人
に
合
っ
た
本
を
１
万
円
分
選

ん
で
届
け
て
く
れ
る
。
募
集
は
年
１
回
。
多
い

年
に
は
７
７
０
０
人
の
応
募
が
あ
っ
た
と
い
い
、

今
も
募
集
開
始
と
同
時
に
応
募
が
殺
到
す
る
。
当

選
者
は
抽
選
で
決
定
す
る
が
、
た
と
え
当
選
し

て
も
、
本
を
手
に
す
る
ま
で
に
は
数
カ
月
、
長

い
と
１
年
近
く
か
か
る
。
そ
れ
で
も
「
岩
田
さ

ん
の
選
書
が
読
み
た
い
」
と
い
う
人
が
、
辛
抱

強
く
待
ち
続
け
る
。

　

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
評

判
が
広
が
っ
た
。
な
ぜ
、
読
者
は
会
っ
た
こ
と

の
な
い
岩
田
さ
ん
を
信
頼
し
、
選
書
を
依
頼
す

る
の
か
。
岩
田
さ
ん
に
は
な
ぜ
、
そ
の
人
に
合
っ

た
選
書
が
で
き
る
の
か
。
人
の
心
と
本
の
つ
な

が
り
を
聞
き
解
こ
う
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

幸
運
に
も
、
家
族
が
２
３
８
３
２
番
目
の

「
一
万
円
選
書
」
体
験
者
に
な
っ
た
。「
選
書
カ

ル
テ
」
に
答
え
る
こ
と
か
ら
、
体
験
は
始
ま
る
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
20
冊
は
。
何
歳
の
自
分
が

好
き
か
。
上
手
に
歳
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
か
。
こ
れ
だ
け
は
し
な
い
と
心
に
決
め
て

い
る
こ
と
は
。
選
書
カ
ル
テ
に
は
じ
っ
く
り
と

考
え
、
自
分
に
向
き
合
う
数
々
の
質
問
が
並
ぶ
。

そ
の
記
入
は
、
体
験
者
に
と
っ
て
裸
の
自
分
を

さ
ら
す
作
業
に
見
え
た
。

　

答
え
を
手
が
か
り
に
、
岩
田
さ
ん
は
読
者
の

人
と
な
り
を
想
像
し
て
、
人
生
に
寄
り
添
う
一

冊
を
懸
命
に
選
び
抜
く
。
だ
か
ら
、
選
書
す
る

時
に
本
気
で
う
め
く
。
選
書
カ
ル
テ
と
向
き
合

い
、
選
書
に
体
ご
と
ぶ
つ
か
っ
て
う
な
り
声
が

も
れ
る
。

　
「
僕
に
は
い
つ
も
本
が
あ
っ
た
」
と
話
す
岩

田
さ
ん
は
、
三
菱
美
唄
炭
鉱
の
街
で
生
ま
れ
た
。

炭
鉱
住
宅
に
は
娯
楽
が
少
な
く
、
友
人
と
漫
画

雑
誌
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
で
育
っ
た
。
企

業
城
下
町
だ
っ
た
砂
川
に
越
し
て
、
両
親
が
書

店
を
始
め
る
と
、
暮
ら
し
ぶ
り
の
違
い
に
悩
ん

だ
が
、
生
き
る
要
領
を
本
で
覚
え
た
。
高
校
は

函
館
の
超
難
関
校
に
進
学
。
優
秀
な
友
人
た
ち

を
横
目
に
、
本
で
勝
負
し
よ
う
と
片
っ
端
か
ら

読
み
漁
っ
た
。

　

圧
倒
的
な
読
書
量
が
、
岩
田
さ
ん
の
選
書
を

支
え
て
い
る
。「
作
家
と
読
者
を
つ
な
ぐ
の
が
、

書
店
本
来
の
役
割
。
本
を
お
金
に
換
え
る
だ
け

の
商
売
は
し
た
く
な
い
。
だ
か
ら
、
店
に
並
ん

で
い
る
の
は
、
す
べ
て
売
り
た
い
本
。
一
万
円

選
書
を
始
め
て
、
や
り
た
か
っ
た
本
屋
に
よ
う

や
く
近
づ
い
た
」。

　

い
わ
た
書
店
の
品
ぞ
ろ
え
は
、
通
常
の
書
店

と
は
ひ
と
味
違
う
。
岩
田
さ
ん
が
既
刊
本
を
大

事
に
売
る
か
ら
だ
。
絶
版
に
な
り
か
け
て
い
る

本
を
出
版
社
に
掛
け
合
っ
て
復
刊
し
た
こ
と
さ

え
あ
る
。「
類
書
が
な
い
貴
重
な
本
こ
そ
大
切
に

し
て
、
長
く
売
っ
て
い
き
た
い
」。

店舗 2 階には「選書カルテ」のファイルがずらりと並ぶ
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北国の小さな書店が起こした奇跡

社長の岩田徹さん。経営難にあったいわた書店を独自の選書サービスで立て直した

届いた選書 10 冊。一人一人に合った本を選んでくれる

選
書
者
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

特
別
感
と
期
待
に
応
え
る

　

岩
田
さ
ん
が
店
の
経
営
を
受
け
継
ぎ
、
や
り
た
か
っ

た
本
屋
に
な
る
た
め
に
投
資
し
た
矢
先
、
バ
ブ
ル
が
崩

壊
、
出
版
不
況
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
廃
業
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

闘
い
続
け
て
き
た
。
何
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
時
、
高
校
の
先
輩
か
ら
託
さ
れ

た
１
万
円
分
の
選
書
が
糸
口
に
な
っ
て
、
今
が
あ
る
。

「
お
か
げ
で
毎
日
選
書
に
打
ち
込
め
る
。
そ
の
時
間
が

一
番
幸
せ
」。

　

本
に
救
わ
れ
て
き
た
人
生
の
厚
み
と
底
な
し
の
読
書

量
が
、
岩
田
さ
ん
の
選
書
に
人
を
引
き
寄
せ
る
の
だ
ろ

う
か
。
心
理
学
が
専
門
で
、
文
京
学
院
大
学
人
間
学
部

の
永
久
ひ
さ
子
教
授
は
こ
う
話
す
。

　
「
岩
田
さ
ん
は
、
読
者
に
と
っ
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
。
選
書
で
し
か
関
わ
る
こ
と

が
な
く
適
度
な
距
離
感
と
、
人
生
経
験
が
豊
富
で
信
頼

で
き
る
と
思
え
る
の
で
は
。

　

ま
た
、
選
書
カ
ル
テ
に
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能

が
あ
る
と
思
う
。
答
え
る
こ
と
で
、
自
分
を
理
解
し
た

上
で
選
書
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
特
別
感
や
、
自
分
で

も
気
づ
い
て
い
な
い
自
分
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
期
待
が
高
ま
る
」。

　

選
書
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
10
冊
の
書
名
一
覧
と
と
も
に
、
岩
田
さ
ん
の
こ
ん

な
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
た
。

　
「
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
『
何
か
』
は
、
ご
自
身
の
心

の
中
に
、
す
で
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
気
づ
け
る
の
は

自
分
だ
け
、
変
え
ら
れ
る
の
は
自
分
の
未
来
だ
け
、
残

り
の
人
生
を
ど
う
使
い
切
る
か
、
こ
こ
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
答
え
は
お
客
様
ご
自
身
が
す
で
に
見
つ
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
う
か
、
僕
の
選
ん
だ
本
を
参
考

に
し
て
、
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く

だ
さ
い
」。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

リ
ア
ル
書
店
が
、
街
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
。
書
店
マ

ス
タ
管
理
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
５
年
度
（
26

年
３
月
末
）
の
登
録
書
店
数
は
、
前
年
か
ら
４
２
４
店

減
少
し
て
９
９
９
３
店
に
。
つ
い
に
１
万
店
を
割
っ
て

し
ま
っ
た
。
最
盛
期
の
１
９
９
８
年
度
か
ら
１
万
４
千

超
の
書
店
が
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。

売りたい本が並ぶ。通常の書店とは品ぞろえが一味ちがう
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社長さん、こんにちは社長さん、こんにちは
葬儀文化を支える存在に
株式会社　ソウケン
代表取締役　山﨑　政次（やまざき　まさじ）さん

【プロフィール】
【会社】
創業：1991 年（平成 3 年）　　所在地：さいたま市緑区東浦和
概要：葬儀・葬祭用品等の総合商社

【社長】
1954 年（昭和 29 年）6 月17 日生まれ、72 歳。新潟県旧塩沢町（現南魚沼市）出身。大学卒業後、プラントメー
カーや仏具専門問屋等を経て、1991 年（平成 3 年）１月、「ソウケン」を創業。趣味はゴルフ。

▼
新
聞
広
告
で
見
つ
け
た
仕
事

　

25
歳
で
大
学
を
卒
業
後
、
最
初
は
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。
図
面
の
作
成
が

主
な
業
務
で
、
畑
違
い
の
仕
事
の
連
続
。
結
局
、

大
学
で
の
学
び
を
生
か
す
こ
と
な
く
１
年
で
退

職
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

友
人
の
ア
パ
ー
ト
に
転
が
り
込
み
、
と
に
か

く
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
求
人
を
探
す
日
々
。

そ
ん
な
中
、
新
聞
広
告
で
見
つ
け
た
の
が
、「
仏

壇
な
ど
を
専
門
に
取
り
扱
う
問
屋
」
で
し
た
。

　

会
社
に
就
職
後
は
、
新
た
な
事
業
と
し
て
葬

儀
会
場
で
使
用
す
る
テ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
、
看

板
設
営
業
務
を
担
当
。
自
宅
葬
が
中
心
で
、
多

く
の
発
注
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
会
社
で
役
員

に
ま
で
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
バ
ブ
ル
絶
頂

期
。
経
営
の
多
角
化
に
よ
っ
て
、
本
業
と
は
違

う
事
業
へ
の
拡
大
を
考
え
る
会
社
側
と
対
立
し

て
し
ま
い
、
最
後
は
退
職
す
る
形
に
な
り
ま
し

た
。

　

前
職
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
平
成
３
年

（
１
９
９
１
年
）
１
月
、
旧
浦
和
市
東
仲
町
で

創
業
。
備
品
な
ど
の
管
理
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
東
浦
和
に
移
転
し
ま
し
た
。
約
35
年
間
、

葬
儀
会
社
と
と
も
に
、
今
日
ま
で
社
業
を
続
け

て
い
ま
す
。

▼
会
社
は
“
社
員
”
の
た
め
に

　

創
業
当
時
、
会
社
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

て
い
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
言
葉
が
、
今

で
も
胸
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
会
社
と
い
う

の
は
、
お
前
の
た
め
じ
ゃ
な
い
。
社
員
の
た
め

に
あ
る
ん
だ
よ
」。
社
員
が
一
生
懸
命
働
い
て

く
れ
る
か
ら
こ
そ
、
会
社
は
成
り
立
っ
て
い
る
。

人
間
性
を
磨
き
、
自
分
だ
け
と
い
う
邪
心
は
捨

て
、
誠
心
誠
意
社
員
と
向
き
合
う
こ
と
の
大
切

さ
は
今
で
も
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
長
く
勤
め
て
く
れ
て
い
る
社

員
も
多
く
、
ま
さ
に
家
族
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

中
に
は
高
校
時
代
か
ら
働
き
、
大
学
に
行
き
た

い
と
予
備
校
の
学
費
を
立
て
替
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

葬
儀
は
急
な
依
頼
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
れ

で
も
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
る
姿
は

頼
も
し
い
で
す
。
将
来
的
な
事
業
承
継
も
見
据

え
な
が
ら
、
故
人
の
最
期
を
素
敵
に
送
り
出
せ

る
責
務
を
果
た
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
社
員

と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
た
葬
儀
の
あ
り
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
業
界
全

体
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
経
営
環

境
も
厳
し
く
、
本
当
に
辛
い
時
期
で
し
た
。
特

に
葬
儀
に
対
す
る
価
値
観
、
考
え
方
が
変
容
し

た
こ
と
が
ダ
メ
ー
ジ
で
、
あ
ま
り
人
は
呼
ば
ず
、

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
家
族
葬
で
終
わ
ら
せ
て
し

ま
う
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

葬
儀
は
一
つ
の
日
本
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

故
人
が
迎
え
る
最
期
の
瞬
間
に
、
そ
の
人
が
ど

の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
、
ど
の
よ
う
な
人
に
出

会
っ
て
き
た
の
か
。
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
供
養
す
る
文
化
が
な
く
な
っ
て
い
く
の

は
、
少
し
寂
し
い
気
も
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
葬
儀
会
社
か
ら
の
依
頼
で
、
祭
壇

や
設
営
を
行
い
ま
す
。
遺
族
の
方
々
と
は
直
接

接
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
失
礼
の
な

い
よ
う
に
職
務
を
全
う
し
た
い
。
こ
の
思
い
が

原
動
力
で
あ
り
、
原
点
で
す
。

　

業
界
全
体
で
見
れ
ば
、
こ
の
仕
事
は
絶
対
に

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

葬
儀
自
体
の
考
え
方
が
変
化
す
る
中
で
、
大
変

な
部
分
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
に
、
お
清
め
を
や
っ
た
り
、

昔
の
よ
う
な
形
で
葬
儀
を
あ
げ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
葬
儀

を
下
支
え
す
る
存
在
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

税
金
は
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
欧
米
諸
国
と
比
べ
る
と
、
あ
る

程
度
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

国
全
体
を
考
え
る
と
貴
重
な
財
源
だ
と
思
い
ま

す
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
か
。
税
制
を
し
っ
か
り
と
つ

く
り
、
よ
り
公
平
に
税
金
が
使
わ
れ
る
世
の
中

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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第34回 
「事業承継計画」の策定の重要性
埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

　前回は、事業承継における「磨き上げ」の重要性について説明しましたが、今回は次のステップとして親族や役員・従業員への承継の
ように、後継者が決まっている場合に策定すると有効と言われています「事業承継計画」について、策定の重要性を簡単に説明します。
　「事業承継計画」は、事業承継の具体的な進め方を定めた計画のことです。特に策定することのメリットとしては、①現経営者の方と
後継者・親族などが一緒に作成することで、会社の将来や事業承継に対する共通認識を図り、ブレのない計画的な承継が期待できる、
②事業承継税制の活用が可能となる、ことなどが挙げられます。

事業承継税制（特例承継税制）の活用に向けた事業承継計画（特例承継計画）の策定2
　経営者自身が元気なうちに、経営を親族等の後継者にバトンタッチして、自社の株式を生前に贈与するとなると、多額の税負担が生
じるケースがあります。その負担を敬遠して、承継が進まないことが無いように設けられた制度が事業承継税制です。特に、当面の贈
与税の全額を猶予する「特例承継税制」に関しては、時限措置とされており、法人の場合、令和9年9月30日までに、都道府県知事に
「特例承継計画」を提出する必要があります（令和９年１２月３１日までの贈与・相続が特例措置の対象）。
　計画提出の趣旨は、計画の精度を高め、より実効性のある承継を実現することを目指したものと思われます。そのため、計画の提出
にあたっては、認定経営革新等支援機関の指導及び助言の内容を記載した書面を添付する必要があります。
　事業承継時の税負担が心配な方は、顧問税理士等に必ずご相談のうえ、本制度活用をご検討ください。

事業承継計画策定の支援窓口3
　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センターでは、事業承継計画の策定支援を行っています。具体的には、事業承継計画の策定を希望す
る企業に無料の専門家派遣を行っております（回数等の制限はあります）。事業承継に関する課題の整理、解決に向けた取組みの提案
や計画策定に関するサポートを客観的な立場の専門家が実施します。
　また、事業承継税制の活用のための特例承継計画策定に関しては、まず顧問税理士に助言を仰いだうえで、商工会議所や商工会、
事業承継・引継ぎ支援センター等にご相談ください。認定経営革新等支援機関の紹介が可能です。

ブレのない事業承継に向けた事業承継計画の策定1
《事業承継計画の策定前の準備事項》
　一般に、事業承継を進めていくには、５つのステップを踏んで行うと有効と言わ
れています。特に事業承継計画の策定前の準備で重要なのが、自社を知り、自社を
強くしていく「見える化」と「磨き上げ」と言われるプレ承継のステップになります。
これらは、後継者の不安解消にもつながる重要なプロセスです。
□✓「見える化」（ステップ２）
　　将来に向けた計画・経営の方針を決めていくにあたり、会社の現状（経営状況・
会社の強みや課題）を把握する必要があります。事業・資産・財務等の見える化に
より、今後の事業の維持・成長に向けた取組み等を整理していくプロセスになり
ます。
□✓「磨き上げ」（ステップ３）
　　見える化で明らかになった会社の「強み」を活かした業務拡大や、「課題」を克服していくプロセスになります。
《事業承継計画の策定》
　前記のステップを踏まえたうえで、事業承継を進めるにあたり、「いつ、どのように、何を、誰に」承継するのかを具体的にスケジュー
ル化したものが、「事業承継計画」になります。
　事業承継計画の内容については、①会社の事業計画、②事業承継に向けた現経営者の行動、③事業承継に向けた後継者の行動、
④事業承継に向けた会社の行動を落としこんでいきます。
《事業承継計画の策定・実行に際しての留意事項》
□✓事業承継計画は、策定することが目的ではありません。策定する過程で現経営者と後継者等の関係者間で意識の共有化を図ること
が重要です。
□✓事業承継計画には現れない、経営に対する価値観や信条といった、企業の「経営理念」を後継者に引き継いでいくことも重要です。
事業承継計画策定段階や事業承継計画に基づいて承継を進めていく段階で、経営理念や沿革等も含め、後継者に対してきちんと
伝えていきましょう。

（出展：事業承継ガイドライン）



　私は、現在の勤務先で7年間、その前の勤務先で5年
間、計12年間、研修管理委員長として、初期臨床研修
医の指導に携わって来た。その指導内容は、診察方
法、治療手技に関することばかりではない。今一歩、研
修医の臨床レベルが上がることを期待して、英語論文
の抄読を研修医にしてもらっている。論文の知識を研修
医に習得してもらい、これを手本にして、研修医自ら、学
会発表や論文の記載ができるようになれば、研修医の
今後のキャリア・アップにつながる。
　12年間、研修医と英語論文を読み進めて行く中で、
研修医が、中学校初学年に出て来る単語を正しく読む
ことができない場面にしばしば出会うことがあった。それ
も、研修医新1年生が毎年、毎年、同じ間違いを繰り返
すのである。それは、厳しい受験戦争を勝ち抜いて医学
部に入学したことを疑いたくなるような凡ミスなのである。
　その一例をあげる。veryという単語なのだが、この単
語、副詞として使う場合と形容詞として使う場合とでは、
意味が異なる。very reasonableを日本語にすると、「非
常に理にかなっている」だが、これは、reasonableという
形容詞を修飾するveryなので、副詞としてのveryであ
る。副詞としてのveryの意味が、「非常に」、「とても」、と
いう意味であることを知らない研修医は一人もいない。
しかし、形容詞reasonableの名詞形であるreasonが
veryの直後に置かれた場合、すなわち、the very 
reasonを日本語に訳すと、9割以上の研修医が、「とても
理にかなった」と誤訳する。
　the very reasonの場合は、reasonという名詞を修
飾するveryなので、形容詞としてのveryである。形容
詞としてのveryは、「非常に」、「とても」という意味ではな
く、「まさにその」、「ちょうど」、「それこそ」、「まったく」、「そ
れ自体」という意味で、veryに続く名詞を強める意味が
ある。これを知らない研修医が多い。それゆえ、「for 
this very reason」は、「この非常に大きな理由で」では
なく、「まさにこの理由で」、あるいは「この理由それ自体」
と修正すべきであり、「This is the very reason why 
I brought her this hospital.」は、「これが、彼女をこ
の病院に連れて来た非常に大きな理由だ。」ではなく、

「これこそ彼女をこの病院に連れて来た理由そのものな
のだ。」と訂正すべきなのである。「the very top of the 
mountain」は、「その山の非常に高い頂上」ではなく、
「まさにその山の頂上」なのである。
　veryの語源は、ラテン語のverusにあり、これは、「真
実の」、「本当の」という形容詞であった。そこから程度を
さらに強める意味あいを持つようになり、後に「非常に」、
「とても」という副詞的な意味が生まれたのである。
　私が、学校で英語教育を受けたのは、幸か不幸か、
1970年代後半から1980年代前半である。このため、専
ら、英語の授業は読解、文法、作文で、コミュニケーショ
ンなど皆無であった。1980年代、教官は、veryをどのよう
に学生に教えたのかに関しては、現在YouTubeで配信
されている「大人のための英語 Lesson85 【特別企画：
教室での伊藤和夫9】」を視聴して推測していただきた
い。この動画にあるように、当時は、英文読解の授業で
veryという単語が出て来ると、教官から、「veryの後に
続く単語が、名詞か形容詞か先ず考えよ。」と教えられ、
英文法の授業では、形容詞のところにも副詞のところに
もveryが出て来た。
　しかし、この12年間、私が指導してきた初期臨床研修
医は、1990年代以降の、コミュニケーションを土台とした
英文法を教わって来ている。コミュニケーション重視の学
校英語を否定するつもりはないが、文法や語彙の基礎
が不十分なまま、コミュニケーション重視型英語教育を
行うと、間違った文法が定着し、文や文章を正確に読み
取る力、組み立てる力が育たない。基礎は、優しいように
見えて実は優しくはないのだ。

参照文献
吉川美夫. 英文法詳説. 増補改訂版重版, 文建書房, 
1959; p212
河村重治郎, 吉川美夫, 吉川道夫. 新クラウン英文解
釈. 4版, 三省堂, 1970; p138

基礎は優しいようで優しくはない
埼玉県済生会川口総合病院　救急・総合内科　主任部長　笠井　英裕

知ってるつもりの罠
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新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

アークホーム株式会社　

株式会社　グランドブライツ不動産

株式会社　ＳＵＮＴＯＷＮ

株式会社　山本建設

明哲建設株式会社

株式会社　ＧＲエンジニアリング

株式会社　ヒットビット

株式会社　リベロランド

株式会社　ダイカツ

合同会社　ソーシャルコーケン

株式会社　籐花

株式会社　浅野アセット

株式会社　塗研屋

一般財団法人あんしん財団　埼玉支局

合同会社　笑縁

株式会社　アクロス

株式会社　オガノニワ

株式会社　ＳＴＡＲon

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

緑 　 区

緑 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

南 　 区

桜 　 区

中 央 区

中 央 区

中 央 区

大 宮 区

見 沼 区

川 口 市

白 岡 市

千葉県流山市

建設業

不動産業

美容業

建設業

建設業

電気通信工事業

サービス業

不動産業

運送業

その他

飲食業

不動産賃貸業

建設業

特定保険業

訪問介護

調査・コンサルタント業

外構デザイン

建設業

048 -610 -0605

048 -832 -4673

048 -829 -7045

048 -762 -6591

048 -767 -5717

048 -795 -6966

080-3502-8112

048 -711 -6681

048 -711 -8580

048 -607 -1056

048 -859 -7500

090-1533-7563

080-1262-3047

048 -647 -6581

048 -688 -5349

048 -229 -1255

080-6675-1420

070-1268-2706

法人会からのご案内
令和8年度浦和法人会

講座・セミナー日程が決まり次第HPに掲載します。
こちらからご確認ください。

6月4日（木）～17日（水）

6月24日（水）

7月9日（木）

7月28日（火）

9月3日（木）～16日（水）

9月8日（火）

10月14日（水）

11月6日（金）

11月11日（水）

15時間でマスターするはじめての経理実務（オンライン）※終了しました

労務管理基礎講座＠埼玉会館※終了しました

Google Workspaceの基礎的な使い方（オンライン）※申込は終了しました

税制改正とインボイス（オンライン）

入門！ 決算書の見方・活用（オンライン）

在職老齢年金のしくみ＠埼玉会館

源泉所得税講座＠埼玉会館

年末調整実践セミナー（オンライン）

税務相談会＠浦和法人会　会議室

14：00
～16：00

14：00
～15：30

14：00
～15：30

14：00
～16：00

　10：00
～11：30

13：30
～15：00
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第13回

　　　　　　　　法人会は税のオピニオンリーダーとして公平で健全な税制の実現や税の啓発・租税教育活動を積極的にすすめる約75万社

の経営者の団体です。また、会員の研さんを支援する各種の研修会やボランティアなど地域に密着した活動を展開しています。

税金は毎日の生活の中でどのように役立っているのかということを小学生の

みなさんに知っていただき、理解と関心を深めていただくために実施いたします。

ぜい きん　　  まい にち　　 せい かつ　　 なか　　　　　　　　　　　　  やく  だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょう    がく せい

　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　  　　　　　  り  かい　　 かん しん　　 ふか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  じっ し

（例えば、税金で造られている建物・施設、税金で購入され
る物品、税金で行われている仕事など）

募集内容
1.テーマ

2.応募資格

付属の「専用はがき」または「官製はがき」に氏名等の必要事項
および税に関する絵を描いてご応募下さい。なお、官製はがきの場合、
必要事項をはがき表面に記入して下さい。また、描画素材は問いま
せん。文字や標語などの描き入れも可とします。

〔応募先・お問い合わせ先〕
　〒330-0063　さいたま市浦和区高砂3-17-15
　さいたま商工会議所会館7階
　公益社団法人 浦和法人会　☎048-838-7755
　ホームページ：https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

4.応募方法及び応募先

審査結果（入選作品）は当会ホームページまたは広報誌にて発表す
るとともに当会事務局を通じてご本人または学校に通知いたします。
　なお、優秀作品につきましては公益財団法人 全国法人会総連合
（女性部会）が実施するコンクールに出展します。
★浦和税務署長賞　★さいたま市長賞　★浦和法人会長賞
★さいたま市教育長賞　★さいたま市租税教育推進協議会長賞
★関東信越税理士会浦和支部長賞　他　多数
入賞者には表彰状と副賞の贈呈があります。

5.応募締切

小学生が対象です。

税に関する絵

6.審　　査 全ての応募作品を複数の審査員により
公正に審査を行い選定いたします。

7.表彰・発表

⑴応募作品に関する権利は、ご応募と同時に主催者である法人会に帰

属します。
⑵応募作品の返却はいたしませんので、あらかじめご了承ください。
⑶応募作品は法人会ホームページやパンフレット等への掲載、または法
人会が行う事業において展示することがあります。

⑷応募者の個人情報は入選者等への連絡や表彰状の送付、展示など「税
に関する絵はがきコンクール」事業の実施のためにのみ使用します。

⑸応募作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。なお、他の作品を
類似したと認められる作品は、入賞決定後であっても取り消す場合
があります。

〈主催〉　公益社団法人 浦和法人会 女性部会
　　　　公益財団法人 全国法人会総連合

〈後援〉　国税庁 さいたま市 さいたま市教育委員会
　　　　さいたま市租税教育推進協議会　関東信越税理士会浦和支部

8.注意事項

3.応募点数 児童1人につき1点とします。

2026年 10月 31日（土）

2026年夏号　No.263（令和8年7月1日発行）　
発　行　所：公益社団法人　浦和法人会／編集発行人：広報委員会
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂３-17-15（さいたま商工会議所会館７階）
TEL 048-838-7755　FAX 048-838-7757
https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

表紙の言葉
「笑顔輝いて」 

撮影・文　岡部　淳子

撮影地：埼玉県上尾市原市沼

　原市沼の古代蓮は、約30年前地域のボランティアの方々の手によって、

行田市の古代蓮の種を移植して復元されたのが始まりです。

　花つきがよく大きく美しく咲かせる為には、１年を通じて沼の維持・管

理・対策が欠かせないそうです。大切に育てられた古代蓮は、季節になる

とその恩に答えるようにピンクの大輪の花を咲かせて、来場者を楽しま

せてくれます。

　ちょっと早起きして、花の見ごろの６時～９時にお出かけしてみませ

んか。

柳田理科雄サイエンスショー
＆租税教室　開催決定！

　浦和法人会女性部会では、小学生向けのイベントとして
夏休みに『空想科学読本』の著者である柳田理科雄氏によ
るサイエンスショーと浦和税務署担当官による租税教室
を開催します。
　ご家族やご友人とお誘いあわせの上、ぜひ科学の不思議
をお楽しみください！
　申し込み方法などの詳細は同封のチラシをご覧くださ
い。

日　時：7月27日（月）14:00～15:45
場　所：埼玉会館　小ホール
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埼玉支社/埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-333-13（大同生命さいたま大宮ビル4F）　TEL 048-641-0307


